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１．はじめに 

 本研究の対象とする円山川は兵庫県の北東部に位

置し，昭和 34 年 9 月台風 15 号，平成 16 年 10 月台

風 23 号，平成 16 年 10 月台風 23 号など、堤内地に

甚大な被害を及ぼす洪水を経験 1) してきた．現在で

は，河川整備計画に基づく河川整備が鋭意推進され

ており，治水安全度は過去の実績災害を防止できる

計画となっている．本研究では，流域治水プロジェク

ト 2) が推進されている現状を踏まえ，円山川支川の

六方川を対象とし，本川の築堤や，六方川との合流部

に水門と排水機場を設置したことによる，六方川の

河川水位の変化と堤内地への被害低減の効果を考察

した． 

２．数値解析モデルの構築  

 本研究では，氾濫解析には流域からの流出量や河

道内の洪水追跡、さらに開口部からの越水過程と内

水氾濫も追跡できる一体化した統合モデルとなって

いる，DioVISTA Flood Professional（日立パワーソリ

ューション）を用いて水理解析を行った．解析モデル

は，円山川流域全域を対象にした．六方川の河道は国

土地理院の基盤地図情報（5mDEM）から作成した．

流出計算では DioVISTA Flood Professional が実装す

る立川らの分布型流出モデルを用いた．このモデル

は飽和・不飽和を考慮することができ，地表面流出，

飽和層流れ，不飽和層流れの3層で構成されている．

氾濫域の地盤高については，国土地理院の基盤地図

情報（5mDEM）を用いた．以上の主な計算モデルの

条件を表-1 に示す．本研究の対象地域は，図-1 に示

す豊岡盆地の六方田圃とした． 

 河道条件として，築堤さてれていないことを想定

した断面を case1，六方川との合流部に水門が設置さ

れていなかった断面を case2，六方川との合流部に水

門と排水機場が設置されている現在の断面を case3

と設定した．さらに，対象洪水は近年甚大な被害を発

生させた平成 16 年 10 月台風 23 号とし，確率規模毎

の降雨波形から氾濫解析を行った．本研究では河道

条件毎の氾濫状況の変化を把握することとした． 

３．解析結果 

 河道条件および出水の確率規模の違いによる河口

から11.8km地点における出水中の最高水位を図-2に

示す．これによれば，case1 では堤内地への氾濫によ

る流量低減が水位に反映されている．一方で， case2，

case3 では堤防からの越水による氾濫が防止されて

おり，洪水を河道で処理できる状態であるために水

 
表-1 計算条件 

 
降雨条件 流域平均雨量：平成 16 年台風 23 号来襲時 

計算解像度 流出域：50×50m 

 氾濫域：25×25m 

 河道域：200m ピッチ 

地形データ 国土地理院 基盤地図情報（5mDEM） 

流出モデル 第一層 厚さ：0.037m，浸透係数：0.011 

 第二層 厚さ：0.081m，浸透係数：0.065 

 第三層 粗度係数：0.1 

河川モデル 1 次元不定流モデル 

氾濫モデル 2 次元不定流モデル 

 浸水想定区域図作成マニュアル第 4 版に準拠 

 

 
 

図-1 重点評価エリア（円山川と六方川の合流部） 
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位が高くなっている．また，高頻度の雨では case2，

case3 のピーク水位差は縮減する．図-3～図-4，は

case2 および case3 における 1/5 規模，1/30 規模の降

雨流出による六方田圃の最大浸水深のコンターを図

-3 および図-4 に示す．これらの比較から，いずれの

確率規模においても， case3 は case2 より堤内地への

氾濫面積が縮小し，浸水深も低減されていることが

わかる． 

case1，case2 および case3 における 1/50 規模の最大

浸水深のコンターを図-5 に並べて示す。この結果，

築堤されたことにより堤内地の被害リスクは低減さ

れていることがわかる．さらに，水門を設置すること

で，築堤のみの場合に比べて，堤内地の最大浸水深と

氾濫面積の低減効果が発揮されていることがわかる． 

４．おわりに  

 本研究では，円山川流域を対象に，築堤や水門，排

水機場の設置による六方田圃の最大浸水深の変化と，

堤内地への氾濫範囲の変化を一体化したモデルを用

いて推定した．その結果， 治水事業によって堤内地

の被害軽減効果が高まることが確認された．支川の

排水能力の向上が堤内地の被害軽減に貢献する一方

で，本川のピーク水位が上昇し，本川への負担が高ま

っていることが推測される． 
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図-2 河口から 11.8 ㎞地点におけるピーク水位比較 
 

 
 

図-3 1/5 規模出水時における最大浸水深 
 

 
 

図-4 1/30 規模出水時における最大浸水深 
 

 
 

図-5 1/50 規模出水時における最大浸水深のコンター（暖色部：浸水深大，寒色部：浸水深小） 
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